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さつき桜井さんの 
奥さんに言われたのよ 


g やっぱりそぅいぅ学校 

入れた方がいいんじやないかって 




いちいちよそ様と 
比べてたらきりがないよ 
余計なことを言う人は 
幾らだっているんだからね 




ほんとにお前は 
いつまでたつても 
口の減らない 
子だね 


ちやんと 

喋つてるじやないか 
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秋山さんの 
「線」について 




テ I マは民俗学とか民話あたりの 
もので しょう か、ご本人は「ガ ロ」 
のィンタビュゥで「虫が好きだから」 
と言われていた様だけど日本の民話 
の中には人が死んで耳や鼻などの穴 
から 死んだ 人の魂が虫の姿になって 
昇天するという話が少なからずあり 
ますね。松谷み ょ子さんの「現代民 
話考」 の中でも 虫 や 蝶 やエクトプラ 
ズムの様なものになって出てきて家 
族の中を ヒラヒラ 飛んだりする話が 
ある。加賀乙彦さんの「宣告」の中 
にもそれと 明示された表現ではなか 
ったけれど、処刑前の囚人が面会の 
家族に「死んだら鳩になって会いに 
行く」と言い、処刑のあと家族の眺 
める窓外に一羽の鳩がいつまでも視 
界をはばたいたという家族の証言が 
記述されてあった。 

そういった世界を秋山さんなりの 
表現で出来る可能性を見せていて楽 
しみですね。もうちやんと自分の世 
界が出来ている気がします。 

描き込む ことで 画面はどうしても 
暗い印象を持たれがちだけれど、陰 
影で「色」を見せている場合は多い 
し、簡単な一本の線という事にこだ 
わらなくて いいと 私は思う。黒っぽ 
いとすぐ暗いっていう輩は この先き 
つと出て くると 思うけど気にしない 
で欲しい。才能と努力の割には地味 
な仕事になる可能性が多いかもしれ 
ないけれど、描き続けて欲しいと思 
う人の一人です。 
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一絵が好きで描いてるんだナァ 

. と思ぇて好感が持てる。う 

らやましい気もする。丸ペンで描い 
ておいでの様です が、 丸ペンは描く 
作業が持続しないものなんですけど、 
秋山さんはもうず一っと描き込んご 
るの ね。 それも力が 抜けて無心に線 
を描いているという感じ。愛着があ 
るんでしようね。紙やィンクや丸ぺ 
ンにも。そういう作品に出会うと私 
はちよつと 自分が 恥ずかしくなる。 
好きだから描く、というのとはかけ 
離れてきてしまつた様に思うから。 
スクリーント ーンを殆ど使わないの 
は意識してそうしているのかな。 

漫画を描く人の中にはたまに、ス 
クリーントーンを使う事を罪悪視す 
る人もいる。何もそんなにガチガチ 

に主義を持たなくても . と思う 

んだけど案外陥り易い穴なんですね 
コレが。実は私も若い頃陥ってたん 
ですけどね。今じゃ沢山使つ てます 
が、 その昔は、なんか ィヶナィ 事の 
様な気がしてた。それで線を矢鱈に 
描き込んじゃうからどんどん画面が 
汚くなって困った。空間恐怖みたい 
なもので、例ぇば フス マを描くんで 
も白い まんまのフス マじゃ不安で斜 
線を入れたり、あろう事か 破れ目と 
か継ぎハギを描いたりしてんの。そ 
ういうの自分ではバカリアリズムっ 
て 言つ てます が . 。 

秋山さんはそういうのも、すでに 
通り越していて画面処理も美しいし、 
立派ですよね。 
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秋山亜由子の 
すなおな表現意欲に 
期待する 呉智英 

秋山亜由子の 『一人娘』 を読んだ という意味だ。 


時、ああ、いい新人が出て来たな、 

と思った。昨年十二月号本誌の月例 
入選作品である。続く翌一月号の『虫 
ノ神』もよ かつた。ともに、けれん 
味のないしっかりした構成で、ファ 
ンタジ I が抒情的に描かれている。 
秋山にはまだこの二作しがないので 
あれこれ論じることもできないが、 
将来を期待していいだろぅ。四月号 
では長井勝一賞の佳作に選ばれてい 
る。「ガ ロ」 編集部としても有望新人 
と見ているよぅだ。 

秋山のデビユー作を読んだ時、何 
故私が心惹かれたのか。それは、私 
が既に彼女の父親の世代になってい 
るからである。秋山を自分の娘のよ 
うに見て彼女の『一人娘』に感動し 
たわけではむろんない。彼女らに先 
行する私たちの世代の〃夢の島"の 
むなしさを知る年齢に既になつた、 


〃夢の島，の話は、根本敬の『怪人 
無礼講ララバィ』の解説にも書いた。 
豊かで文化的な生活なるものを夢見 
たその残骸で作られた巨大なゴミ捨 
て場が、東京湾上の夢の島だ。同じ 
ように、我々は、前衛的だの実験的 
だのと称する夢の残骸で作られたゴ 
ミ捨て場を、歴史の流れの中に持っ 
ているはずだ。東京湾上の夢の島を 
見る時に感じるむなしさと同じもの 
が、歴史の流れに気づくことができ 
る年齢になれば、そこに発見できる 
のだ。 

私は小説家のねじめ正一が大嫌い 
である。会ってないからそう言うん 
だよ、会ってみるといい奴だよ、と 
いう人がいる。ねじめがそういう人 
間だとすれば、ますます大嫌いであ 
る。 

ねじめは、七、八年前までは"過 


激な前衛詩人，であった。日本語に 
なって いない 日本語で〃詩"を書き、 
それを既成の知的権威への反逆であ 
るかのょうに語った。評論家の上野 
昂志は、ねじめは権威へ挑戦する前 
衛詩人であると、ほめちぎった。便 
器にまたがり、チンボだのウンコだ 
のわめきちらす"パフォーマンス" 
とやらも、 ねじめはやった。文学は 
スキヤンダリズムだと公言し、冤罪 
事件で苦しむ人を真犯人だと名指し、 
彼の ありもしない〃 愛人"問題につ 
いて"暴露"した。 

そこまでなら、実は全然問題はな 
いのだ。そういう前衛的で反逆的な 
詩人はいたってかまわないからであ 
る。 しかし、ねじめのこれら〃前衛 
的，な言動は、人情噺作家として売 
り出すためのチンドン屋行為だった 
ので ある。 今やねじめは〃純情作家" 
である。 高 円 寺"純情"商店街の名 
付け親で ある 人情オヤジだ。産経新 
聞紙上では、悩める善男善女のため 
に人生相談もやっている。もちろん、 
数年前までの黒メガネ•アロハシヤ 
ツの偽悪的スタィルはどこへやら、 
いかにも文化人然とした穏やかな眼 
鏡とおしやれな背広姿だ。 

それなら最初から人情噺作家とし 
ての道を歩めばよかったのだ。失恋 


した女に励ましの言葉を与え、人生 
の選択に悩む高校生を叱咤したいの 
なら、便器にまたがって、キンタマ 
だのマンコだのとわめかなければい 
いのだ。ねじめの前衛 もどき は、本 
物の前衛に対して失礼である。ねじ 
めを前衛と信じてその後に従った人 
たちの夢は、ゴミとなって夢の島を 
作る。ねじめを前衛的とほめちぎっ 
たばかりに、上野昂志は私にバカ呼 
ば わりされ る羽目に陥った。ねじめ 
に賭けた上野の夢はガラクタとなり、 
むなしく 夢の島に流れて行った。 

「青年の客気」という言葉がある。 

「客気」の「客」は「主•客」の® 
「客」。本来のあるじではなく、一時 
的に住みついた客のょうな気分、と 
いう意味だ。「青年の」という形容詞 
がつくのは、青年はえてして客気に 
支配されがちだからである。そして、 

「ガ ロ」 の新人も概してそうだ。 

そんな中で、すなおな主題と技術 
を持った秋山亜由子のデビユーは喜 
ばしい。すなおとは言うものの、必 
ずしも一般商業誌向きではなく、そ 
の意味では「ガロ」にうってつけと 
さえ 言えょう。もちろん、作風の幅 
を広げて商業的に成功するのも、大 
いに喜ばしい こと だけれど。 









